第5章　計画の推進体制

第５章　計画の推進体制
本計画では、国がめざす制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民一人一人の暮らしと生きがい、地域を共に創っていく地域共生社会の実現に向けて、市民一人一人が福祉を担うという意識を持ち、地域活動やボランティア活動などに主体的に取り組むとともに、サービス事業者はサービスの質の向上、サービス情報の開示、サービス利用者の自立支援など、さらなる地域との連携強化に努めます。また、行政としては、各個別計画の着実な推進を図り、それぞれの役割を果たし、関係分野と連携・協働しながら地域社会全体で計画の実現に向けた取り組みをさらに推進していく必要があります。
１　計画の推進
　
（１）庁内他部門との連携
　本計画は、福祉分野に限らず、保健・医療も含めた他部門とも連携して進めていくことが必要であるため、庁内を横断的に計画の進行管理を行い、必要に応じ各個別計画ごとの実務者会議を設けるなど、連携・協働を図りながら取り組みを推進します。
　　
（２）市民、地域団体・サービス提供事業者等との連携
　　本計画を推進していくためには、地域福祉の担い手としての市民をはじめ、各種団体やサービス提供事業者等による積極的な連携が不可欠です。
自治会、民生委員・児童委員、まちづくり協議会等を中心に、福祉コミュニティを確立できる活動などを支援するため、相互の情報交換の機会や場を設け、市民との協働により推進します。
　
（３）社会福祉協議会との連携強化
地域福祉推進の総合的な体制づくりや地域福祉活動の推進については、積極的に連携しながら計画を推進します。また、「地域福祉活動計画」と連携した取り組みを進めていくことで、社会福祉協議会を中心とした地域福祉の充実が図られていきます。　
（４）地域支え合い体制の促進
地域支え合い活動やボランティア活動等により、多くの市民が参加できるような「しくみづくり」に取り組みます。さらに、そのしくみを具体的に動かす地域の体制づくりを着実に進め、地域支え合いの支援体制を促進していきます。
　
（５）進行管理
　　計画の進行管理にあたっては、各個別計画で具体的に実施している施策についてはそれぞれの計画の中での進行管理を基本とします。本計画の進行管理は、計画期間の中間と、最終年に燕市地域福祉計画の各施策の指標や本計画の重点項目の進捗状況等を「地域福祉計画推進委員会」に報告し、今後の対応について意見等をいただきながら、管理していくものとします。
２　燕市地域福祉計画の施策指標
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